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このたび、多剤耐性菌感染により亡くなられました患者さんにおかれましては、
ご冥福をお祈り申し上げます。

多剤耐性を獲得した細菌による院内感染は、医療の高度化の副産物的な要素が極

めて強いものであり、完全に防止することは不可能であります。

耐性アシネ トバクターによる感染症が出現したからといって、行政の調査を待つ

ことなく業務上過失致死容疑などの警察が介入するようになれば原因究明が阻害
され、また、医療の委縮を招くのは必至であります。

医療の不確実性を否定する警察権力の介入に対 しては、断固反対します。

我々医療界は、この原因の究明と再発防止を行うことが最優先の使命であります。

行政当局におかれましては、地方衛生研究所ネットワークの活用や、医療機関へ

の情報提供体制を充実することを切に願うところであります。

マスコミ各位におかれましては、一般市民にパニックを起こす様な報道は慎んで

頂き、医療界と共に日本の医療を良くするご協力をお願いいたしたく存じます。


